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続いて野生型（WT）マウスとGas6 KOマウスにazoxymethane/dextran sulfate 
sodium (AOM/DSS)またはDSS単独投与を行い、Gas6がマウスの炎症性腸腫瘍
形成および腸炎に及ぼす影響を検討した。さらに、多段階発癌のモデルである















次に、ApcMinマウスとの交配では、ApcMin; Gas6 KOマウスはsimple ApcMinマ
ウスに比べ、腸腫瘍の数と炎症性サイトカイン発現が有意に増加した。また、
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